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「日本語」による授業
「日本語」のテキスト
非該当
講義
遠隔形式
Zoomを用いた遠隔授業と、オンデマンド受講

フェーズフールド法に基づく材料設計計算工学の基礎と応用、なら
びにそのデータ駆動科学への展開について理解する。
以下の事柄について講義を行う。
(1)．材料設計計算工学概論、(2)．熱力学の数学的構造、(3)．状態
図の熱力学(CALPHAD法）、(4)．界面の熱力学、(5)．ギブスエネ
ルギーと拡散、(6)．フェーズフィールド法の基礎と応用、(7)．マ
イクロメカニックスの基礎と応用、(8)．組織形成シミュレーショ
ンとデータ駆動型科学

(1)．材料設計計算工学概論、(2)．熱力学の数学的構造、(3)．状態
図の熱力学(CALPHAD法）、(4)．界面の熱力学、(5)．ギブスエネ
ルギーと拡散、(6)．フェーズフィールド法の基礎と応用、(7)．マ
イクロメカニックスの基礎と応用、(8)．組織形成シミュレーショ
ンとデータ駆動型科学について、十分に理解し、講義内容を他者に
正確に説明できる。
(1)．材料設計計算工学概論、(2)．熱力学の数学的構造、(3)．状態
図の熱力学(CALPHAD法）、(4)．界面の熱力学、(5)．ギブスエネ
ルギーと拡散、(6)．フェーズフィールド法の基礎と応用、(7)．マ
イクロメカニックスの基礎と応用、(8)．組織形成シミュレーショ
ンとデータ駆動型科学ついて、概ね理解し、講義内容の要点をまと
めることができる。
Moodleで提出されたレポートの到達度(100%) から評価する。

回 授業テーマ (5文字以上100文字以内) 内容概略(10文字以上200文字以内)
1 材料設計計算工学概論 材料設計計算工学の全体像について鳥瞰する。

各回の授業内容

C水準（到達すれば「可」に相当）

評価方法・基準

授業の形態
対面・遠隔の別
授業の方法

授業の概要

A水準（到達すれば「優」に相当）

学修成果とその割合

学修目標

科目名
講義題目(テーマ)
担当教員
年度・学期
単位数

授業の目的

1.高度な専門的知識・技能及び研究力
2.学際的領域を理解できる深奥な教養力
3.グローバルな視野と行動力
4.地域社会を牽引するリーダー力
その他

使用言語
教科書・資料の言語
実務経験を活かした授業



2 熱力学の数学的構造
熱力学の構造を数学的に捉え直し、多変数系の熱力学の実践的活用
法を理解する。

3 状態図の熱力学(CALPHAD法）
CALPHAD法による状態図計算について解説し、状態図計算ｿﾌﾄの
活用法について示す。

4 界面の熱力学 熱力学を基礎に、界面の取り扱いについて説明する。

5 ギブスエネルギーと拡散
拡散現象を題材に、ｴﾈﾙｷﾞｰ論と速度論がどのように結びつているか
を解説する。

6 フェーズフィールド法の基礎と応用
不均一系のｴﾈﾙｷﾞｰ解析と相分離の基礎について説明し、ﾌｪｰｽﾞﾌｨｰﾙ
ﾄﾞ法の歴史と全体像（組織形成ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝも含む）について解説する

7 マイクロメカニックスの基礎と応用
ﾏｲｸﾛﾒｶﾆｯｸｽの基礎から、複合材料における種々の特性解析への一般
的拡張について述べる。

8
組織形成シミュレーションとデータ駆動
型科学

材料組織形成ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝとﾃﾞｰﾀ駆動科学の融合について説明し、材料
科学・工学の今後の発展におけるｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽの役割について議論す
る。

本科目は、45時間の学修が必要な内容で構成されている。授業は
16時間分（2h×8コマ）となるため、29時間分相当の事前・事後学
修（課題等含む）が、授業の理解を深めるために必要となる。

状態図、CALPHAD法、フェーズフールド法、マイクロメカニック
ス、データ同化
授業の際に資料を配布する。
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データ駆動型社会を担う人材育成プログラム事務室に連絡を取るこ
と
データ駆動型社会を担う人材育成プログラム事務室に連絡を取るこ
と
各自で実際に計算してみることをお勧めします。

担当教員への連絡方法

担当教員からのメッセージ
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